
秋
た
け
な
わ
と
あ
っ
て
個
々

の
用
事
が
多
く
、
こ
の
日
の
参

加
者
は
や
や
少
な
め
。
運
搬
用

軽
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
も
４
台
に
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
当
初
予
定
し

て
い
た
午
前
８
時
30
分
の
開
始

時
刻
を
30
分
早
め
、
同
８
時
か

ら
作
業
に
入
っ
た
。

団
員
ら
は
家
々
の
前
に
出
さ

れ
た
古
新
聞
や
古
雑
誌
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
や
鉄
く
ず
、
ア
ル
ミ
缶

や
ビ
ン
類
な
ど
を
集
め
て
集
積

所
の
佐
藤
物
産
㈱
へ
搬
入
。
皆

の
力
を
合
わ
せ
、
午
前
中
に
回

収
を
終
え
た
。

倉
掛
地
区
は
近
年
、
市
街
化

が
進
ん
だ
こ
と
な
ど
か
ら
、
農

作
業
用
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
所
有
す

る
人
は
激
減
。
「
ほ
ぼ
ゼ
ロ
」

と
言
わ
れ
て
お
り
、
育
成
会
員

の
実
家
に
あ
る
場
合
な
ど
は
回

収
用
に
借
り
て
く
る
状
況
と
な

っ
て
い
る
。

サ
ロ
ン
あ
す
は
の
会
員
が
つ

ど
え
～
る
で
10
月
16
日
、
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
（
写
真
下
）
。

開
会
に
先
立
ち
サ
ロ
ン
の
森

典
子
会
長
が
「
皆
さ
ん
し
っ
か

り
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
挨

拶
。
続
い
て
井
原
市
ス
ポ
ー
ツ

課
の
講
師
二
人
か
ら
囲
碁
ボ
ー

ル
及
び
初
め
て
体
験
す
る
モ
ル

ッ
ク
に
関
す
る
説
明
を
聞
い

た
。参

加
者
は
２
班
（
４
チ
ー

ム
）
に
分
か
れ
て
早
速
競
技
を

開
始
。
囲
碁
ボ
ー
ル
は
繊
細
な

距
離
感
も
求
め
ら
れ
る
が
、
２

巡
目
以
降
は
徐
々
に
コ
ツ
を
つ

か
み
、
白
熱
し
た
ゲ
ー
ム
を
繰

り
広
げ
た
。

モ
ル
ッ
ク
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

が
発
祥
の
地
。
〝
モ
ル
ッ
ク
〟

と
呼
ば
れ
る
棒
を
投
げ
、
番
号

の
入
っ
た
木
製
の
ス

キ
ッ
ト
ル
を
倒
し
得

点
を
競
う
も
の
。
先

に
50
点
に
な
っ
た
チ

ー
ム
が
勝
ち
と
い
う

ル
ー
ル
に
沿
っ
て
一

発
逆
転
を
狙
う
な
ど

約
１
時
間
、
和
や
か

な
ひ
と
時
を
過
ご
し

た
。

井
原
公
民
館
主
催
の
井
原
町

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
秋

晴
れ
の
11
月
２
日
、
井
原
小
学

校
校
庭
で
開
か
れ
た
。

住
民
の
親
睦
と
健
康
増
進
を

図
ろ
う
と
毎
年
こ
の
時
期
に
開

か
れ
て
い
る
も
の
で
、
９
地
区

か
ら
10
チ
ー
ム
（
１
チ
ー
ム
６

人
）
が
参
加
。
午
前
９
時
に
同

時
ス
タ
ー
ト
し
、
倉
掛
は
新
町

と
同
じ
組
で
回
り
、
倉
掛
自
治

連
合
会
の
濱
田
好
宏
福
祉
体
育

部
長
が
記
録
係
を
務
め
た
。

こ
の
日
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
は
当
初
、
や
や
湿

っ
て
打
球
が
転
ば
ず
、
参
加
者

の
多
く
が
手
前
か
ら
刻
む
形

に
。
そ
う
し
た
中
、
６
番

ホ
ー
ル
で
倉
掛
の
西
村
敏

明
さ
ん
（
12
―

２
組
）
が

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
達

成
。
周
り
の
プ
レ
ー
ヤ
ー

か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
沸
き

起
こ
っ
た
。

結
果
、
倉
掛
は
６
位
。

参
加
チ
ー
ム
の
上
位
成
績

は
次
の
と
お
り
。

優

勝
：
向

町

準
優
勝
：
本

町

３

位
：
下

町

住
民
交
流
促
進
な
ど
を
目
的

に
12
月
６
日
～
７
日
、
第
８
回

倉
掛
文
化
祭
が
開
か
れ
る
。

会
場
と
な
る
つ
ど
え
～
る
で

は
現
在
、
展
示
作
品
の
申
込
受

付
に
追
わ
れ
て
い
る
。

《
開

催

要

項
》

■
会
期
：
12
月
６
日
（
土
）
～

７
日
（
日
）

■
会
場
：
つ
ど
え
～
る

■
出
品
規
定
：
①
倉
掛
地
区
在

住
か
倉
掛
地
内
勤
務
の
人
②

絵
画
・
絵
手
紙
・
彫
刻
・
書

道
・
俳
句
・
手
工
芸
・
洋
裁

・
生
け
花
・
そ
の
他
③
珍
品

④
一
人
二
点
⑤
申
込
締
切
11

月
30
日

■
サ
ー
ビ
ス
：
①
無
料
コ
ー
ヒ

ー
②
粗
品
（
先
着
二
百
人
）

■
搬
入
：
12
月
３
日
～
５
日

10
時
～
17
時
30
分
に
つ
ど
え

～
る
へ
持
ち
込
む
。
詳
し
く

は
自
治
連
合
会
か
つ
ど
え
～

る
へ
。
電
話
62
―
９
０
９
０
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井
原
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

倉
掛
文
化
祭
開
催
迫
る

限りある資源を大切にしようと倉掛少年団が１１

月１６日、地域の協力を得て秋季資源回収を実施

し、団員と同育会員の２２人が参加した。

倉掛少年団資源回収

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
楽
し
む

ゲ
ー
ム
は
白
熱

11月19日現在 敬称略

《倉掛ご長寿番付》

 山岡 許惠(102)17 組

 細羽美津子(98)５-2組

 江草 武司(96)15-2組

 高橋 敏子(95)３ 組

 宮本 文子(95)３ 組

 豊池 敏子(94)15-2組

 遠藤 幸子(93)８ 組

 藤井 繁文(93)11 組

 濱田 勤(93)８ 組

 藤原 文子(93)８ 組

 川相 晃一(92)17 組

 津組 重惠(92)13-3組

 山岡ツネコ(91)５-1組

 佐藤 良江(91)３ 組

 倉橋 則雄(91)３ 組

 山中 益美(90)18-3組

 川相 絹子(90)１ 組

 北田 二三(90)２ 組

 藤澤 伯夫(90)９ 組

 久安 悦子(90)18-1組

 山岡 千壽(89)７ 組

 清水 君子(89)12-1組

 村上 正貴(89)５-2組

㉔ 小笠 明信(89)18-3組

㉕ 大西 博美(89)16 組

㉖ 山岡 聰子(89)５-1組

㉗ 藤原 絹子(89)13-2組

㉘ 藤井 悦子(88)11 組

㉙ 妹尾 仁志(88)８ 組

㉚ 川上 絹江(88)12-2組

サロンあすは

倉
掛
16
組
で
の
回
収
作
業

サロンでの囲碁ボールは３回目

出
品
申
込
締
切
11
月
末



井
原
町
秋
季
大
祭
に
因
む
各

行
事
が
執
り
行
わ
れ
た
10
月
26

日
、
倉
掛
少
年
団
と
同
育
成
会

が
子
ど
も
み
こ
し
を
繰
り
出
し

た
。午

前
７
時
30
分
に
郷
社
足
次

山
神
社
へ
集
合
し
た
団
員
ら
50

人
の
中
に
は
、
自
治
連
合
会
役

員
３
人
の
大
鬼
や
可
愛
い
４
歳

の
女
の
子
ら
が
扮
し
た
小
鬼

も
。
山
室
晶
史
宮
司
か
ら
安
全

祈
願
の
お
祓
い
を
受
け
午
前
８

時
30
分
に
境
内
を
出
発
。

先
導
車
に
続
い
て
一
行

は
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
ワ
ッ

シ
ョ
イ
」
と
元
気
良
く
練

り
歩
き
、
沿
道
で
は
怖
い

鬼
を
見
た
幼
い
子
供
た
ち

が
泣
き
じ
ゃ
く
る
光
景
に

地
元
住
民
も
目
を
細
め
て

い
た
。

郷
社
足
次
山
神
社
境
内

で
は
、
区
当
番
（
倉
掛
13

―

３
組
）
が
備
中
神
楽
を
奉
納

し
、
氏
子
や
内
外
の
神
楽
フ
ァ

ン
が
訪
れ
た
（
写
真
左
）
。

倉
掛
山
岳
同
好
会
が
９
月
14

日
、
広
島
県
と
島
根
県
の
県
境

上
に
あ
る
吾
妻
山
登
山
を
行

い
、
22
名
が
参
加
し
た
。

つ
ど
え
～
る
を
早
朝
に
出
発

し
、
同
８
時
50
分
頃
に

吾
妻
山
ロ
ッ
ジ
駐
車
場

へ
到
着
し
た
。

早
速
、
登
山
の
準
備

を
し
て
小
雨
の
中
を
出

発
。
登
山
道
は
整
備
さ

れ
て
い
た
が
、
雨
の
影

響
や
急
こ
う
配
で
足
を

滑
ら
せ
る
人
も
。
予
定

時
間
を
少
し
過
ぎ
た
同

11
時
前
に
山
頂
に
着
い

た
。し

ば
ら
く
休
息
を
と

り
30
分
遅
れ
て
下
山
。

少
し
遅
い
昼
食
を
ラ
・

フ
ォ
ー
レ
庄
原
で
と

り
、
天
然
温
泉
で
汗
を

流
し
た
。

帰
路
の
途
中
で
三
次

の
「
ト
レ
ッ
タ
み
よ
し
」
「
三

次
ワ
イ
ナ
リ
ー
」
に
立
ち
寄
り

＝
集
合
写
真
＝
午
後
５
時
50
分

頃
つ
ど
え
～
る
へ
戻
っ
た
。

倉
掛
少
年
団
防
火
ク
ラ
ブ
隊

が
11
月
９
日
～
10
日
、
倉
掛
地

内
の
夜
警
活
動
＝
写
真
＝
を
実

施
し
た
。

初
日
は
つ
ど
え
～
る
で
出
発

式
を
行
い
、
倉
掛
地
内
を
二
日

間
パ
ト
ロ
ー
ル
。
拍
子
木
を
打

ち
な
が
ら
２
０
２
５
年
統
一
標

語
「
急
ぐ
日
も

足
止
め
火
を

止
め

準
備
よ
し
」
を
は
じ
め

「
サ
ン
マ
を
焼
い
て
も
家
焼
く

な
」
「
火
の
用
心

心
で
用
心

目
で
用
心
」
な
ど
と
呼
び
掛

け
た
。
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11/28  大相撲力士☆手形等展示会

※最終日 （つどえ～る）

12/ 5  第８回倉掛文化祭準備

12/ 6  第８回倉掛文化祭（12/6～7）

12/ 7  郷社定例清掃 8:00～

倉夏氏子＆各組自治会長

12/ 7  井原分団第３部試運転日

12/14  サロンあすはクリスマス会

12/14  倉掛少年団クリスマス会

12/20  倉掛自治連合会・役員会

12/21  正月しめ飾り作り方教室

（つどえ～る）

12/21  欅の杜の市 9:00～11:00

12/21  トーンチャイムコンサート

（13:30～ つどえ～る 無料）

12/28  つどえ～る年末年始休館

12/28～1/4

1/ 1  郷社足次山神社新年祈願祭

- - - - - - - - - - - - - - - - -

◆ 行 事 予 定 ◆

※スマホ等で倉掛自治会ＨＰ

をご覧になる場合は右のＱＲ

コードを読み取って下さい。

倉 掛 ほ っ と 情 報

倉掛自治会 http://kurakake.sakura.ne.jp

横綱北の湖や千代の富士、若貴兄弟ら大相
撲で活躍した力士の手形やサイン、色紙等を
集めた珍しいパネル展が11月14日～28日、つ

どえ～るで開催中。これらは田原耕太郎さん
（倉掛13-1組）が約30年をかけて集めた中の

107点。平成７年、田原さんの二女と元大相
撲力士・秀の龍明彦氏（三保ヶ関部屋）が結
婚したのを機に本場所観戦や大相撲に関する

資料を集めるようになった。倉掛文化祭でも

一部展示予定。

■大相撲力士☆手形・サイン・色紙展

雨
の
吾
妻
山
へ

倉
掛
少
年
団
み
こ
し

元
気
に
町
内
を
一
巡

井原町秋季大祭の１０

月２６日、第３部消防団

員ら倉掛夏目有志が千歳

楽を繰り出した。

午前８時に足次山神社

で道中安全のお祓いを受

け、集合写真撮影後に大

鳥居をくぐって出発。

家内安全・事業繁栄を

祈念しながら両町内を練

り歩き、まちおこしに貢

献した。

倉掛夏目有志

地域繁栄祈る

千
歳
楽
繰
り
出
す

倉
掛
山
岳
同
好
会

地
元
22
人
ら
参
加

井
原
駅
前
通
り
の
古
月
堂
前

近年は女の子の扮した鬼が街を闊歩する

少
年
団
防
火
ク
ラ
ブ

夜

警

パ

ト

ロ

ー

ル

郷
社
で
は
神
楽


